
 1.1.4 防災マップの完成 

 

まち歩きの結果を受けて、防災マップ（案）の修正を行い、防災マップを完

成させます。 

 

防災マップ(案)の修正 

まち歩きで確認、発見した危険箇所や自主避難の目安などを整理し、

防災マップ（案）に記入します。また、まち歩き結果を踏まえて避難

ルートを点検し、必要に応じて修正します。 

また、各グループの修正内容を、参加者全員で確認、共有します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災マップ（案）の修正作業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まち歩きの結果を反映して防災マップ（案）を修正 

防災マップ（案）の修正作業は、参加者の記憶がよく残ってい

て、かつ意識が高いうちに行うことが望ましいです。可能であ

れば、まち歩きを行った後に集まって作業を行うことができる

ようなスケジュールを検討しましょう。 
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防災マップの完成 

まち歩きによる修正事項を反映して、防災マップを完成させます。 

地図情報のほかに、避難に必要な情報などを合わせて掲載すると、よ

り使いやすいマップとなります。どんな情報を掲載するかは、ワーク

ショップや修正作業のときに参加者で話し合っておくといいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災マップの作成事例(その１) 

タイトル 

凡例（土砂災害等） 

まち歩き等から得られた

危険箇所の情報 

凡例（浸水深） 

マップはいざというときに利用するので、高齢者の方や子ど

も、場合によっては外国人の人が見てもわかりやすいというの

が理想です。できるだけわかりやすい言葉を使うとともに、例

えば危険箇所や避難場所にアイコン（絵記号）を用いて、視覚

的にわかりやすくするのも有効な方法です。 

 

【危険箇所や避難場所のアイコン例】(巻末資料p.50参照) 
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防災マップの作成事例(その２) 

タイトル 

凡例（危険箇所） 

マップの説明 

凡例（地図情報） 

凡例（土砂災害） 

避難情報（避難場所一覧） 

避難情報（サイレンの鳴り方） 

作成年月 
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【参考】防災マップ裏面の活用 

 

マップの裏面に、避難や防災に関する情報を掲載することで、より実

践的で役立つものとなりますので、裏面の活用についても考えてみてく

ださい。 

以下に、マップ裏面に掲載した情報の事例を紹介します。掲載する情

報については、ワークショップなどの機会に参加者から意見を聞くなど

して、地区の住民が必要とする情報を選定しましょう。 

 

■防災マップ裏面の記載事例１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

防災マップ裏面の記載事例1(まち歩きで確認した危険箇所) 
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■防災マップ裏面の記載事例２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災マップ裏面の記載事例2(災害情報の入手先等) 

 

 

○お互い助け合って、安全な場所へ安全な服装で速やかに避難を始めましょう。非常持出品を忘れずに。

○お年寄りや子ども、障害を持つ方などは早めの避難が必要です。近隣の方はそのような方の避難にご

協力を。

○自動車で避難する場合は、避難準備・高齢者避難開始が出た段階で避難を始めましょう。

○浸水している場所では水路や側溝、マンホールに十分注意しましょう。

○逃げ遅れたときや安全な場所まで行くことが困難な場合は、屋内の２階以上でできるだけ山から離れ

た部屋に逃げましょう。

○テレビ、ラジオ、防災無線、インターネットなどの気象情報、水防情報には十分注意しましょう。

●家族の情報

●家族で話し合って決めておこう

固定電話 携帯電話 FAX

○○公民館 指定緊急避難場所

○○会館 指定避難所

湖南市役所 0748-72-1290 0748-72-3390

湖南市防災行政無線音声サービス 0748-72-5040
防災無線情報を聞きもらした

場合に利用

区長：

自治会長：

名前
連絡先

関係
その他

（メールアドレスなど）
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■（情報例その1）災害情報の入手先：水害・土砂災害に関する情報の所在 

 

 

■（情報例その2）非常時持出品：非常時持出品のチェックリスト 

 

 

■（情報例その3）避難時の留意事項：避難勧告、避難指示が発令されたと

きの行動や避難時の留意事項など 

○お互い助け合って、安全な場所へ安全な服装で速やかに避難を始めましょう。非常持出品を忘れずに。

○お年寄りや子ども、障害を持つ方などは早めの避難が必要です。近隣の方はそのような方の避難にご

協力を。

○自動車で避難する場合は、避難準備・高齢者避難開始が出た段階で避難を始めましょう。

○浸水している場所では水路や側溝、マンホールに十分注意しましょう。

○逃げ遅れたときや安全な場所まで行くことが困難な場合は、屋内の２階以上でできるだけ山から離れ

た部屋に逃げましょう。

○テレビ、ラジオ、防災無線、インターネットなどの気象情報、水防情報には十分注意しましょう。
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■（情報例その4）わが家の防災メモ：家族の中での覚え書き（各自記入） 

●家族の情報

●家族で話し合って決めておこう

浸水

土砂災害

早逃げの時 逃げ遅れた時（避難経路が浸水している場合）

大雨時

地震時

徒歩　　　　　・　　　　　車 徒歩　　　　　・　　　　　車

●緊急時の自治会内の連絡

50ｃｍまで　・　50ｃｍ～1ｍ　・　1ｍ～2ｍ　・　2ｍ～3ｍ　･　3ｍ以上

あり　・　なし

　（　　　　　　　　　　）　→　自宅　→　（　　　　　　　　　　）

　　Tel：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel：　

●大雨時のリスク

●避難開始の判断（いつ？）

●周辺の状況

●避難場所（どこへ？）

●避難手段（どうやって？）

●離ればなれのときの集合場所は？

名前

年齢

携帯電話番号

メールアドレス

職場・学校

職場・学校の電話番号

支援の要・不要 要・不要 要・不要 要・不要 要・不要

支援方法

その他

特別に必要なもの・薬・

アレルギー・かかりつけの

病院など

 

 

■（情報例その5）緊急連絡先：緊急時連絡先のリスト（各自記入） 

固定電話 携帯電話 FAX

○○公民館 指定緊急避難場所

○○会館 指定避難所

湖南市役所 0748-72-1290 0748-72-3390

湖南市防災行政無線音声サービス 0748-72-5040
防災無線情報を聞きもらした

場合に利用

区長：

自治会長：

名前
連絡先

関係
その他

（メールアドレスなど）
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  第2章 地区別避難計画の作成 

 

 地区別避難計画の作成の手順を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、以下では｢地区別避難計画｣を｢避難計画｣と記します。 

 

2.地区別避難計画の作成 

 避難計画の作成についての説明 

・避難計画作成の意義や目的を説明し、 

避難計画作成に関する住民の理解と協力を得る。 

2.1.1 

 避難計画の作成 

・避難計画書に記載する項目、防災情報、避難の

ルール、避難行動要支援者の支援体制などについ

て話し合い、避難計画を作成します。 

 防災マップ・避難計画の配布・周知 

・完成した避難計画を全戸に配布します。 

・災害時の行動、避難開始の目安、災害時の連絡体

制等を住民に周知するとともに、防災意識の向

上・啓発を図ります。 

 避難計画の検証(避難訓練) 

・避難訓練等を実施し、マップや避難計画を検証し

ます。 

 避難計画の更新 

・避難計画の改善点等が明らかになった場合などに

更新を行います。 

2.1.2 

2.2 

2.5 

 避難カードの作成 

・避難計画を参考に各家庭の避難カードを作成しま

す。 

2.3 

2.4 
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2.1 避難計画の作成手順 

 

避難計画は、地区の避難や防災に関するルールなどをとりまとめるものです

ので、防災マップと同時に作成した方が双方の関連性や整合性を確認でき、ま

た話し合いの機会を少なくすることができるため、効率的です。 

 

 2.1.1 避難計画の作成についての説明 

 

避難計画作成の体制決定(事前協議) 

まず、避難計画作成の体制づくりを行います。計画づくりの体制とし

ては、以下の人員が考えられます（必要に応じて係は増やしたり減らし

たりしてください）。防災マップと同時並行で作成する場合は、防災

マップの係と兼任してもいいですが、みんなで協力して、特定の人に負

担が偏らないよう役割分担をすることが大切です。 

 

避難計画づくりの体制 

係 主な役割 

リーダー 全体のとりまとめ役，話し合い全体の進行 

事務局 日程やタイムスケジュールなどの調整 

問い合わせ対応 

会計 

広 報 説明会や話し合いなどイベントの案内 

グループリーダー 話し合いの各グループの進行 

避難計画作成 避難計画のとりまとめ 

備 品 話し合いなどに必要な備品の調達 

記 録 話し合いなどの内容記録 

 

 

避難計画の作成目的や方法についての住民説明会の開催 

避難計画作成の目的や作成方法についての住民説明会を開催し、住民

の方々の理解を得ます。 

防災マップの説明会と同時に行うと効率的です。 
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 2.1.2 避難計画の作成 

 

避難計画は、希望者が自由に参加できるワークショップ形式で話し合ながら

作成することをおすすめします。 

参加人数が多い場合は、５～１０人程度のグループに分かれた方が、より多

くの意見を引き出すことができます。 

また、いろいろな視点で作成できるよう、性別、年齢などが異なるさまざま

な人たちに集まってもらうことが大切です。 

 

用意するもの 

①防災に関する資料 

避難計画について話し合うための基礎資料として、市などから出さ

れている防災や避難に関する資料を収集します。特に、市の避難勧

告・避難指示などの発令基準や避難所などについては知っておく必要

があります。 

【収集資料例】 

・市の地域防災計画 

・市より配布されているハザードマップ 

・各ＨＰ（県、市、気象庁など）で公表されている防災情報 

 

■参考：滋賀県土木防災情報システム（ＳＩＳＰＡＤ） 

「滋賀県土木防災情報システム」では、雨量などの気象情報の他、

土砂災害の避難の目安を示す「土砂災害降雨危険度」なども閲覧する

ことができます。 

パソコン…http://shiga-bousai.jp/ 

携帯電話…http://shiga-bousai.jp/mobile/ 

スマートフォン…http://shiga-bousai.jp/sp/ 
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②避難計画の検討 

確実に避難行動を実行するためには、タイムラインを作成すること

が有効です。すべての住民が対象となるタイムラインは必ず作成する

ようにします。また、タイムラインを視覚的に理解しやすくするため

に、避難に関するマップ（まず見る・はや逃げ・逃げ遅れマップ）の

作成をお勧めします。このマップを各戸に配布すれば、すべての住民

がどのような避難をすべきか自分のこととして捕らえられるようにな

るので、手書きでもいいので作成されるとよいでしょう。 

また、どこにいても確認できる防災情報の入手方法や、自治会員の

避難場所や避難者数を確認できるように避難者名簿等を作成しておく

とよいでしょう。 

 

【避難計画に必要なもの】 

Ø タイムライン･･････必須 

Ø マップ（防災マップ・避難に関するマップ） 

Ø 避難カード 

Ø 自主防災の役割分担表、緊急連絡先一覧 

Ø 情報収集方法 

Ø 避難者名簿 
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